
１．目的
　身頃原型は、衣服を製作する上で最も基になる
ものであり、呼吸や食事による胃の膨らみなどの
生理的な活動に対して半身の胸囲に最低限必要な
分量として 5 ～ 6cm のゆるみが入っているもの
である。
　バレエ衣装のクラシックチュチュ（袖なしでス
トラップ付きビスチェ型のフィットした身頃）の
身頃製図では、前述の身頃原型を使用しない傾向
がみられる 1）。しかし、バレエのキャラクター衣
装等では、袖付きで衿ぐりや衿のバリエーション
が多様にあり、身頃原型を使用しない場合は、背
丈、ショルダーポイント、サイドネックポイント、
アームホール、前衿ぐりの深さなどの形態、位置、
寸法を製図上で定めることが困難になる。これは、
身頃原型が身体の部位と対応しており、パターン
を書くにあたって身体形状把握の拠り所になって

いるからである。
　身頃原型の設定に関する研究では、胸囲の寸法
が大きい場合の原型設定や身頃原型の作図方法の
比較、身体への適合性の検討などが見られるが 2）3）4）、
バレエ衣装に関する身頃原型に関する報告はみら
れない。
　そこで、身頃原型の胸囲に含まれている本来の
ゆるみ量を取除く部位とその量を割り出し、身体
にタイトフィットするバレエ衣装製作のための
「ゆるみ無しの身頃原型」の製図方法を検討した。

２．方法
（1）計測は、平成 24 年 3 月 20 日、中原由美子バ
レエスタジオにて、被験者は 20 代前半の女性バ
レエダンサー 5 名、計測項目は、身頃原型の製図
に必要な背丈・胸囲・腰囲の 3項目である。
（2）身頃原型は、図 1 のように文化式身頃原型作
図方法（胸囲 /2 にゆるみ 6cm を加える。）で被
験者 5 名の胸囲と背丈を用いて製図した 5）。一般
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的なバレエ衣装 1）を参考にして切換えラインは 5
本（P1 ～ P5）とし、その位置は文化式身頃原型
の胴囲ダーツの中心から立ち上げた。なお、図 1
に示す胴囲のダーツ量は、文化式身頃原型の作図
法と使用し、{（胸囲/2+6cm）－（胴囲/2+3）} に対
し て 前 身 頃 側 か ら 14 ％、15 ％、11 ％、35%、
18％、7％としたが、後ろ中心の 7% のダーツ量
は布の厚さ分として扱い、ダーツのように縫わな
かった。パネル部分は、切換えラインによって分
割されたパーツを前中心から F1、F2、F3、後ろ
中心からB1、B2、B3 と計 6枚にした。
　また、文化式身頃原型のアームホール（AH）
の底は、胸囲ライン（BL）上から 2cm 上げて設
定した。これは袖なしの場合、この身頃原型の製
図方法の割り出しでは、AH が大きくなるからで
ある。

（3）図 2 は、胸囲と胴囲の取除き量の位置を示し
た。取除き量の配分は、BL（バストライン）上
の cは 0（ゼロ）として a、b、d、eとした。
　なお、胸囲では胸囲 /2+6cm（ゆるみ）を前身
頃（a‌:‌b）と後ろ身頃（e‌:‌d）がそれぞれ 3‌:‌2 に
なるように暫定的に設定した。さらに、胴囲では
胴囲 /2+3（ゆるみ）を WL（ウエストライン）
上では、前身頃と後ろ身頃を 1/2 量として f、g、h、
i、j とした。これらの取除き量を記入した各パネ
ルは、前中心から BF1、BF2、BF3、後ろ中心か
らBB1、BB2、BB3 とした。

（4）試着用の身頃原型は、図 2 の 6 枚のパネル、
をトレースして型紙とし、さらにシーチングにト
レースして裁断、縫製した。

（5）暫定的にゆるみを取除いたシーチングの身頃
原型は、被験者 5 名にフィッティングをして補正
を行った。この時の補正条件は、WL 水平、引き
つりやしわが寄らず、ゆるみがほとんど無く
フィットした状態とした。
　補正後の身頃は、糸をほどいてアイロンをかけ、
図 2 の身頃原型の前中心、後ろ中心、BL、WLを
合わせて補正量を読み取り、身頃原型の製図に記
入した。

（6）読み取った胸囲の取除き量の値を用いて BL、
WL の各切換えラインに各取除き量を入れて身頃
原型を製図し、シーチングを縫製後、身体の適合

性を（5）の補正条件で観察した。

３．結果および考察
　表 1 は被験者の計測結果である。被験者の特徴
は、被験者 3は胸囲、胴囲が小さく、被験者 1は、
大きいが全体的に痩身である。

表 1　被験者の計測値（cm）

被験者 胸囲 （B) 胴囲 （W) 背丈

1 79.1 64.0 35.6 

2 75.3 57.0 36.2 

3 72.2 56.8 37.0 

4 77.0 62.8 37.5 

5 75.8 57.7 37.5 

図 1　切換えラインとパネルの位置

図 2　胸囲と胴囲のゆるみの取除き量の位置
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　図 3 は、図 2 のゆるみを取除いた身頃原型の試
着状態である（被験者 2）。WL水平、引きつれや
しわが寄らないという補正条件で行い、他 4 名も
同様にフィッティングを行った。
　表 2 は、試着の結果で得られた胸囲 /2+6（ゆ
るみ）cm に対する BL 上の a、b、d、e の取除き
量の値（％）である。取除き量が多かった箇所は、
前身頃 BP 近くの a 値 5.5％と後ろ身頃の肩甲骨
の下の e 値 4.0％であった。これは、乳房ないし
肩甲骨の突出に対して暫定的に a（乳頭部）：b（前
脇側）、e（肩甲骨突出下部）：d（後脇側）にそれ
ぞれ 3‌:‌2 のゆるみ量を暫定的に配分したが、a（乳
頭部）と e（肩甲骨突出下部）のゆるみが多く、

この配分ではさらに取り除く必要があった。
　また、被験者 4 の c 値 0.7％は、脇でたるみが
生じたので取り除く補正を行った。これは、乳房、
肩甲骨の他に胸筋、背筋などの発達状態、肋骨の
突出なども関係していると考える。
　BL の パ ネ ル 量 の 合 計（BF1、BF2、BF3、
BB1、BB2、BB3）は、胸囲 /2+6cm 寸法から取
り除き量（a、b、d、e）を引いたものであり、そ
れは、胸囲 /2+6cm‌に対して 86％であった。
　表 3 は、試着の結果得られた実寸　{（胸囲
/2+6cm）－（胴囲/2+3）}、すなわち、ゆるみ 6cm
を入れた胴囲 /2 と 3cm のゆるみを入れた胴囲 /2
の差に対するウエスト（胴囲）ダーツ量を前身頃

図 3　暫定的にゆるみを取除いた身頃原型のシーチングによるフィッティング

表 2　BLの取除き量とパネル量
� （％）

被験者
パネル

BB1

取
除
き
量

　ｅ

パネル

BB2

取
除
き
量

　ｄ

パネル

BB3

取
除
き
量

　ｃ

パネル

BF3

取
除
き
量

　ｄ

パネル

BF2

取
除
き
量

　ａ

パネル

BF1

平均の

合計

1 22.1 4.4 9 1.5 10.3 0.2 11 3.1 11.6 6.8 19.1

2 23.1 3.9 8.2 1.8 11.2 0 14.2 3 10.3 5.7 18.5

3 22.8 5 9 1 11.2 0 15 3.1 10 4 19.2

4 23.6 2.9 8.5 1.6 11.2 0.7 13.9 2.7 10.3 5.2 19.3

5 25.3 3.6 8 1.6 10.5 0 12.8 3.2 10.3 5.5 19.4 　

取除き量平均 　 4.0 　 1.5 　 0 　 3.0 　 5.5 　 14.0 

パネル量平均 23.5 　 8.6 　 8.6 　 13.4 　 10.5 　 19.1 86.0 

前面 側面 後面
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側から f（14％）、g（15％）、h（11％）、i（35%）、
j（18％）の配分で割り出した取除き量の値である。
これは文化式身頃原型のダーツ量の割り出し量と
ほぼ一致していた。また、WL のパネル量の合計

（WF1、WF2、WF3、BB1、BB2、BB3）は、（胸
囲 /2+6cm）に対して 70.8％であった。これは、
製図の際に胸囲で定める胸囲 /2+6cm の寸法を基
にしてWLにも同寸を定めて行うからである。
　図 4 の身頃原型は、表 2, 表 3 の BL、WL の取
除き量（％）の平均値を用いた身頃原型である。
取除き量は、BL で 14.0％（前身頃 8.5％、後ろ身
頃 5.5％）、WL では 29.2％（前身頃 15.3％、後ろ
身頃 13.9％）であった。また、パネル量は、BL
で 86％、WLで 70.8％であった。
　これらの取除き量とパネル量を使用して製図を
行う際に必要な身幅は、胸囲 /2+6cm に対する
86.0％の身幅をバストライン上に引き、BL のパ
ネル量（BF1、BF2、BF3、BB1、BB2、BB3）と
取除き量（a、b、d、e）を計算して配置した。さ
らに、Wl においてもパネル量（WF1、WF2、
WF3、WB1、WB2、WB3）と（取り除き量（f、g、
h、I、j）を配置し、この身頃原型を「ゆるみ無
しの身頃原型」と称した。
　図 5 は、取除き平均値を用いた「ゆるみ無しの
身頃原型」をシーチングで縫製し、試着した状態

である（被験者 2）。
　その結果、BL、WLにおいて不適切なしわや浮
きがなく、サイズ的に適合していた。切換えライ
ンの位置も身体の稜線（突出点における面と面の
境界線）を通り、デザイン線として効果があった。
なお、側面の脇部分のしわは、AH の縫い代が多
かったために生じたものであり、後面左の襷じわ
は、本研究では対象にしていなかった肩傾斜によ
る影響と考えられる。
　これらから、タイトフィットしたバレエ衣装の

表 3　WLの取除き量とパネル量
� （％）

被験者
パネル
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取
除
き
量

　ｊ

パネル

WB2

取
除
き
量

　ｉ

パネル

WB3

取
除
き
量

　ｈ

パネル

WF3

取
除
き
量

　ｇ

パネル

WF2

取
除
き
量

　ｆ

パネル

WF1

平均の

合計

1 17.5 5.3 9.9 7.7 6.4 1.3 8.1 7.7 12.3 5.9 18 　

2 17.4 6.2 10.3 7.3 7.6 1.4 11.2 8.5 7.8 6.4 16 　

3 17.1 6.4 10.9 6.9 7.6 1.2 11.2 8.6 7.6 5.9 16.6 　

4 15.1 5.6 11.5 5.8 7.6 5.6 10.6 8.1 7.2 6.1 16.9 　

5 16.6 5.9 10.5 7.1 6.8 1.6 10.7 8.2 11.2 5.5 15.9 　

取除き量平均 　 5.9 　 7.0 　 2.2 　 8.1 　 6.0 　 29.2 

パネル量平均 16.7 　 10.6 　 7.2 　 10.4 　 9.2 　 16.7 70.8 

図 4　取除き量平均値の身頃原型
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製図では、文化式身頃原型から BL と WL におい
て平均取除き量を除いた「ゆるみ無しの身頃原型」
を使用することによって、製図上で背丈やショル
ダーポイント、サイドネックポイント、アームホー
ル、前衿ぐりの深さなどの形態、位置、寸法が定
め易くなった。
　また、バレエ衣装だけではなく、身体にタイト
フィットしている水着やレオタードなどのスポー
ツウエアにも応用できるのではないかと考えてい
る。しかし、肩甲骨や乳房、および他の身体の突
出部位によっては、微調整を必要とする課題が
残った。

４．総括
　本来身頃原型の身幅に含まれている胸囲のゆる
み量から、バレエ衣装用としてゆるみを取除く部
位と量を割り出し、身体にタイトフィットするバ
レエ衣装用の「ゆるみ無し身頃原型」の設定方法
について、下記のように有効であることを得た。

①‌背丈、ショルダーポイント、サイドネックポイ
ント、アームホール、前衿ぐりの深さなどの形
態、位置、寸法の設定が明確になった。

②‌取除き量は、BLでは全体で14.0％（前身頃8.5％、
後身頃 5.5％）、ＷＬでは全体で 29.2％（前身頃

15.3％、後身頃 13.9％）であった。
③ ‌BL のパネル量の合計は 86.0％であり、WL の
パネル量では 70.8％である。いずれも製図の際
に身幅の検討に使用することができる。

④‌胸囲（BL）と胴囲（WL）上で割り出した平均
値を用いた「ゆるみ無しの身頃原型」では、不
適切なしわや浮きがなく適合しており、切換え
ラインの位置もデザイン線としての効果がみら
れた。
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図 5　取除き量平均値による「ゆるみ無しの身頃原型」の試着
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